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１． 論文内容の要旨

ラシュバ効果は、表面電場中を電子が運動する際に、電場がスピン軌道相互作

用を介してスピンに対する磁場として働くことによって生じる現象のことであ

る。様々な系に対して実験的にも理論的にも研究がなされているが、何がラシュ

バ効果を大きくするかははっきりしていない。

本研究では、ラシュバ効果を大きくする要因を理解するために、LCAO(Linear 

combination of atomic orbitals)に基づく第一原理計算手法である DV-LDA

（Discrete variational local density approximation）法を用いることにした。

この方法を用いることで、基底の対称性を用いてスピン軌道相互作用を分類し、

電子状態について議論できる。

ラシュバ効果にとって主要なスピン軌道相互作用を調べるために、Au(111)に

ついて DV-LDA法による計算を行った。その結果、表面に平行で、各原子を通

る鏡映操作に対し対称なポテンシャルから生じるスピン軌道相互作用が主要で

あることが分かった。その中でも特に原子核の球対称ポテンシャルから生じる

スピン軌道相互作用(l・s)が主要であると考えられる。
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